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報告者：木村 剛（東京大学大学院新領域創成科学研究科） 

会議名：The 9th APCTP Workshop on Multiferroics (http://crystal.k.u-tokyo.ac.jp/9th_apctp/) 

期 間：平成 29 年 11 月 9 日（木）～11 月 11 日（土）  

場 所：柏図書館メディアホール、物性研究所本館 6階大講義室(A632) 

提案代表者：木村   剛（東京大学新領域創成科学研究科） 

共同提案者：有馬 孝尚（東京大学新領域創成科学研究科） 

徳永 将史（東京大学物性研究所） 

磁性と誘電性が強く相互作用した物質・材料は「マルチ

フェロイクス(Multiferroics)」と総称され、その研究はこ

こ 15 年の間に急速な進展をみせている。マルチフェロイ

クスを用いることにより、従来にはない新たな電子デバイ

スへの応用が期待されるものの、これまで報告されている

多くのマルチフェロイクスにおいては室温よりはるかに低

い温度でしか顕著な電気磁気効果が観測されていない。し

かしながら最近の研究の進展により、室温での動作を示す

物質や複合材料を用いることにより室温で顕著な電気磁気

特性を示す新規材料の開発が大いに進んでいる。これまで

研究の進められているマルチフェロイクスの多くは遷移金

属酸化物のセラミック材料であるが、近年では塩化物材料、

Metal organic framework (MOF)や液晶材料などの幅広い

材料系でマルチフェロイック特性が観測され、その材料の

バリエーションは大きく広がってきている。また、電気磁

気効果といった物性現象にとどまらず、特異な対称性の破

れに起因する電磁波の非相反性やスキルミオンといったト

ポロジーへの展開といった新たな学知の構築に向けた研究

へと拡がりを見せている。 

本ワークショップは、近年のマルチフェロイクス研究の

急速な進展を踏まえて、マルチフェロイクスにおける多彩

な新規複合物性に関する物質・材料開発とそれらを対象と

した先進的な測定手法に焦点を当て、アジア太平洋地域の

マルチフェロイクスの研究者の交流・共同研究を促進し、

分野の発展に寄与することを目的としている。2008 年よ

りほぼ毎年 APCTP(Asia Pacific Center for Theoretical 

Physics)に加入するメンバー国にて持ち回りで開催されて

きたものであり (1-Pohang, 2-Taiwan, 3-Tokyo, 4-

Beijing, 5-Singapore, 6-Pohang, 7-Bangalore, 8-

Shanghai)、第 9 回となる平成 29 年度の会議は、提案代

表者を実行委員長として、東大柏キャンパスにおいて、

11 月 9 日(木)～11 日(土)に開催した。 

瀧川仁物性研所長の Opening Remarks から始まった 3

日間の開催期間中に、 9 つの口頭発表セッション

( ｢ Manganese oxides ｣ , ｢ S =1/2 systems ｣ , ｢ New 

multiferroics｣, ｢Thin films｣, ｢Magnetoelectric magnetic 

textures｣, ｢Optical measurements｣, ｢Topological matters｣,

｢Electrical control of magnetism｣, ｢Topological defects｣)

を実施した。これらのセッションにおいて、既存のマルチ

フェロイック物質の物性・機能に関する理解、新規マルチ

フェロイック物質開発、薄膜合成の手法による新規機能マ

ルチフェロイック・強誘電材料創製、マルチフェロイック

ドメイン・エンジニアリング、電場による磁性制御、マル

チフェロイック物質に特有な物性の非相反性の実現など、

物質開発、基礎物性、応用などマルチフェロイクス研究に

関わる様々なアプローチの研究内容の発表がなされ、活発

な議論が行われた。今回の短期研究会の助成の大部分は大

学院生、ポスドク、助教といった若手研究者の旅費の支援

に充てることができたため、多くの若手研究者の参加・ポ

スター発表があり、ポスターセッションも盛況であった。 

さらに、会議初日の 夕方には、レセプションを兼ねた

RUMP セッションを企画・実施した。このセッションで

は、Rutgers 大学の Prof. S.-W. Cheong のコーディネー

トによりマルチフェロイクスに関連する研究分野の将来の

方向性に関して、参加者が一堂に会して意見・情報交換を

行った。また、会議 2 日目の夜には会場近くのレストラン

において、バンケットを開催し、本ワークショップの国際

運営委員の Prof. Y. H. Jeong (POSTECH)による APCTP

物性研究所短期研究会 
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の紹介、また理研創発物性科学研究センターの十倉好紀セ

ンター長による挨拶の後、参加者間での懇親を深めた。な

おバンケット時に、次回の APCTP Workshop on 

Multiferroics が Prof. Chan-Ho Yang(KAIST)を議長とし

て 2018 年 11 月に韓国の大田にて開催されることが宣言

された。最終日の 3 日目のすべてのセッションが終了した

後に、Closing Session が開催され、実行委員長である本

提案代表者より、ワークショップ全般が滞りなく進行した

ことに対して参加者への感謝の意が表され、閉会が宣言さ

れた。さらに閉会後、海外から参加の希望者に対し物性研

の施設見学を実施し、国際超強磁場科学研究施設を徳永将

史准教授に、極限コヒーレント光科学研究センターを辛埴

教授に案内いただいた。すべての施設見学参加者から一様

に、充実した物性研施設に対する感嘆の声が聞かれた。 

3 日間の開催期間において、23 名の招待講演者および 6

名の一般参加者(内 4 名は日本のポスドク・助教といった

若手研究者)による口頭発表セッション、主に大学院生や

若手研究者ら一般参加者によるポスター発表セッション

[ポスター発表 55 件(当日不参加の 3 件を除く)]、さらに

は対象研究分野の今後の方向性を議論する場とし RUMP 

口頭発表セッション(柏図書館メディアホール) 

口頭発表セッション(柏図書館メディアホール) 

セッションを実施した。会議の参加者数は、国内から参加

の 68 名に加えて、海外から 41 名[韓国 11 名、中国 5 名、

台湾 4 名、インド 7 名、オーストラリア 2 名、米国 2 名(内

1名はテレビ会議にて参加)、スイス(5名)、ドイツ(1名)、

チェコ(2名)、オランダ(1名)]であった。もともとアジア

太平洋地域の研究者を対象としたワークショップであった

が、今回の会議では招待講演者のみならず一般参加者とし

ても複数のヨーロッパの国から参加者があり、ワーク

ショップの規模としては年々world-wide なものとなって

いることが認識できた。 

会議終了後、国内外の複数の参加者から、本ワーク

ショップの期間中に新たな人脈ができ、新たな共同研究へ

発展させられそうであるなどのコメントが寄せられた。ま

た、国内外の大学院生など若手研究者に対する旅費等の支

援も行ったことに対して、該当者からの謝意も寄せられた。

最後に、本ワークショップの実施に際し、提案者らの研究

室のスタッフおよび学生さらには、物性研事務部の方など

多くの方々からご協力をいただきました。この場を借りて

御礼申し上げます。 

コーヒーブレーク(柏図書館ロビー) 

口頭発表セッション(物性研大会議室) 
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ポスターセッション(物性研 6 階ホール) RUMP セッション(カフェテリア) 

集合写真 
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